[bookmark: _ulsj4v48hl0v]マンツーマン英会話レッスン契約書

英会話レッスン提供事業者又は講師　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、受講者　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が乙に対して提供するマンツーマン英会話レッスン（以下「本レッスン」という。）について、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _y5m5d0iqeybz]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に対して提供するマンツーマン英会話レッスンについて、レッスン内容、受講条件、料金、予約及びキャンセル、講師の変更、教材の利用、個人情報の取扱いその他必要な事項を明確にし、甲乙双方の権利義務を定めることにより、円滑かつ適正なレッスンの実施を図ることを目的とする。

[bookmark: _l6sos3ytwkmn]第2条（レッスンの内容）
1. 甲は、乙の英語能力、学習目的及び希望する学習内容を考慮し、個別指導形式による英会話レッスンを提供する。
2. 本レッスンは、原則として講師1名に対し受講者1名の形式で実施する。
3. 本レッスンの内容は、次の各号に掲げるもののうち、甲乙間で合意した内容とする。
· 日常英会話及び一般英語表現の習得
· ビジネス英会話及び職場での英語コミュニケーション
· 発音、イントネーション及びリスニングの指導
· 英文法、語彙及び英語表現の指導
· TOEIC、TOEFL、IELTSその他英語資格試験の対策
· 海外旅行、留学及び海外生活に必要な英会話
· プレゼンテーション、面接及びスピーチの練習
· その他甲乙間で合意した英語学習に関する指導
4. 具体的な指導内容、使用教材及び学習方法については、甲乙協議のうえ決定する。
5. 甲は、乙の学習状況及び習熟度に応じて、合理的な範囲で指導内容を調整することができる。

[bookmark: _p64bhs32e7ig]第3条（契約内容及び受講条件）
本契約に基づくレッスンの基本条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	レッスン名称
	

	レッスン提供事業者
	

	担当講師
	

	受講者氏名
	

	受講目的
	

	レッスン形式
	□ 対面　□ オンライン　□ 併用

	レッスン時間
	1回　　　　　分

	受講回数
	□ 週　　　回　□ 月　　　回　□ その他（　　　　　）

	受講期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	受講開始日
	年　　　月　　　日

	受講曜日・時間帯
	

	受講場所・使用ツール
	

	契約形態
	□ 月謝制　□ 回数制　□ 都度払い　□ その他（　　　　　）

	その他特約事項
	


2. 前項の内容を変更する場合、甲乙は事前に協議し、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
3. 本契約に定める受講条件と、甲が別途提示するレッスン案内その他の資料との間に相違がある場合は、法令に反しない範囲で、甲乙間で個別に合意した条件を優先する。

[bookmark: _bo8duefoaabx]第4条（レッスンの実施方法）
1. 甲は、本契約に定める日時及び方法に従い、本レッスンを実施する。
2. 対面レッスンの場合、実施場所は甲乙間で合意した教室、施設その他の場所とする。
3. オンラインレッスンの場合、甲乙間で合意したビデオ通話サービスその他の通信手段を使用する。
4. 乙は、オンラインレッスンを受講する場合、必要な通信機器、インターネット環境及び学習環境を自己の責任において準備する。
5. 甲は、レッスン開始時刻までに指導を開始できる状態を整えるものとし、乙も同様に受講準備を整えるものとする。
6. 甲乙は、レッスンの円滑な実施に必要な連絡及び協力を行うものとする。

[bookmark: _q88mjkrt2ee2]第5条（講師及び指導体制）
1. 本レッスンは、原則として第3条に定める担当講師が実施する。
2. 甲が複数の講師を配置する事業者である場合、担当講師の病気、事故、退職その他やむを得ない事情により、担当講師を変更することができる。
3. 前項の場合、甲は乙に対して可能な限り事前に通知し、代替講師の経歴、指導経験その他必要な情報を説明するものとする。
4. 担当講師の変更により、当初合意した指導内容又は受講条件の維持が困難となる場合、甲乙はレッスンの振替、契約条件の変更又は契約終了について協議する。
5. 甲は、乙の学習目的及び習熟度に応じて、適切な指導方法を選択するよう努めるものとする。

[bookmark: _z8l0qgu7mlj5]第6条（レッスン料金及び支払条件）
1. 乙は、本レッスンの対価として、次の料金を甲に支払うものとする。
	項目
	金額・条件

	入会金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	1回あたりのレッスン料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	月額レッスン料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	回数券・コース料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	教材費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ クレジットカード　□ 現金　□ その他（　　　　　）

	支払時期
	□ 前払い　□ 月末払い　□ 都度払い　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担

	回数券等の有効期限
	


2. 甲は、乙に対して契約締結前に料金総額、支払時期、追加費用及び返金条件を明示するものとする。
3. 教材費、施設利用料その他の追加費用が発生する場合、甲は事前にその内容及び金額を乙に説明し、乙の同意を得るものとする。
4. 甲は、乙の同意なく、契約期間中の料金を一方的に増額しないものとする。
5. 乙が支払期限までに料金を支払わない場合、甲は相当の期間を定めて支払いを催告し、それでも支払いがない場合は、法令及び本契約に従いレッスンの提供停止又は契約解除を行うことができる。

[bookmark: _qh5wrqnz2npm]第7条（予約及びスケジュール管理）
1. レッスンの予約は、甲乙間で合意した予約システム、電子メール、メッセージサービスその他の方法により行う。
2. 乙は、甲が事前に提示した予約可能日時の中から希望する日時を選択するものとする。
3. 予約は、甲が予約内容を承諾し、その旨を乙に通知した時点で確定する。
4. 予約可能日時、予約受付期限及び予約変更期限については、甲が事前に明示した条件による。
5. 甲は、予約済みのレッスンについて変更が必要となった場合、速やかに乙へ連絡するものとする。

[bookmark: _n5iqhn5u9e94]第8条（キャンセル及び振替）
1. 乙が予約済みのレッスンをキャンセルする場合、甲が指定する方法により事前に連絡するものとする。
2. キャンセル及び振替の条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	無料キャンセル期限
	レッスン開始　　　　　時間前まで

	期限後のキャンセル料
	レッスン料金の　　　　　％

	無断欠席時の取扱い
	□ 1回消化　□ キャンセル料発生　□ その他（　　　　　）

	振替可能回数
	月　　　　　回まで

	振替申請期限
	

	振替レッスンの有効期限
	

	遅刻時の取扱い
	


3. 甲は、キャンセル料の金額及び算定方法について、契約締結前に乙が確認できるよう明示するものとする。
4. キャンセル料は、適用される法令に反しない合理的な範囲で定めるものとし、法令上の上限その他の制限がある場合はこれに従う。
5. 甲の都合によりレッスンが実施できなかった場合、甲は乙に対して代替日時を提示し、乙が振替を希望しない場合又は合理的な期間内に振替ができない場合は、未実施分の料金を返金するものとする。
6. 天災地変、交通機関の停止その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事情によりレッスンが実施できない場合、甲乙は振替又は返金について協議する。

[bookmark: _pwparwbubtwf]第9条（遅刻及び欠席）
1. 乙がレッスン開始時刻に遅刻する場合、可能な限り速やかに甲へ連絡するものとする。
2. 乙の遅刻によりレッスン時間が短縮された場合、甲は原則として終了時刻を延長する義務を負わない。ただし、甲乙間で別途合意した場合はこの限りでない。
3. 甲の遅刻によりレッスン時間が短縮された場合、甲は不足時間の補講、振替又は相当額の返金を行うものとする。
4. 乙が無断欠席した場合の取扱いは、第8条に定める条件による。
5. 病気、事故その他やむを得ない事情による欠席については、甲乙協議のうえ、合理的な対応を検討するものとする。

[bookmark: _atw18388qwy6]第10条（オンラインレッスンにおける通信障害）
1. オンラインレッスン中に通信障害、機器の故障その他の技術的問題が発生した場合、甲乙は速やかに状況を確認し、復旧に努めるものとする。
2. 甲側の通信環境又は使用機器に起因する障害によりレッスンを実施できなかった場合、甲は振替又は未実施分の返金を行うものとする。
3. 乙側の通信環境又は使用機器に起因する障害が発生した場合、甲は合理的な範囲で再接続その他の対応に協力する。
4. 乙側の事情によってレッスンを継続できなかった場合の料金及び振替の取扱いは、障害の状況、甲の対応及び事前に明示された条件を踏まえて判断する。
5. 通信サービス提供事業者の障害その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事情が生じた場合、甲乙は振替その他の合理的な対応について協議する。

[bookmark: _3cat4dcxi2uu]第11条（教材及び学習資料）
1. 甲は、本レッスンに必要な教材、課題、練習問題その他の学習資料を乙に提供することができる。
2. 教材の提供方法は、紙媒体、電子ファイル、オンライン教材その他甲乙間で合意した方法とする。
3. 有料教材を使用する場合、甲は購入の必要性、価格及び利用条件について事前に乙へ説明するものとする。
4. 乙は、甲から提供された教材を自己の学習目的の範囲内で利用するものとする。
5. 甲は、第三者が権利を有する教材を使用する場合、必要な利用許諾その他の権利処理を適切に行うものとする。

[bookmark: _om7xeb2gw54x]第12条（著作権及び知的財産権）
1. 甲が作成した教材、指導資料、動画、音声、課題その他の著作物に関する著作権は、甲又は正当な権利者に帰属する。
2. 本契約は、乙に対して前項の著作物に関する著作権その他の知的財産権を譲渡するものではない。
3. 乙は、甲の事前の承諾なく、教材その他の著作物を第三者へ販売、配布、公衆送信又は公開してはならない。ただし、著作権法その他の法令により認められる利用については、この限りでない。
4. 乙が独自に作成した英文、作文、発表資料その他の著作物に関する権利は、別途合意がない限り乙に帰属する。
5. 甲が乙の作成した著作物を広告、教材又は事例紹介等に利用する場合、必要な範囲及び方法について乙の事前の承諾を得るものとする。

[bookmark: _83yute6e8ibw]第13条（録音及び録画）
1. 甲又は乙がレッスン内容を録音又は録画する場合、原則として事前に相手方の同意を得るものとする。
2. 録音又は録画を行う場合、その目的、保存方法、保存期間及び利用範囲について事前に確認するものとする。
3. 甲は、乙の同意なく、乙の氏名、顔画像、音声、発言内容その他個人を識別できる情報を広告、SNS、動画配信サービスその他の媒体で公開しないものとする。
4. 乙は、甲の同意なく、講師の肖像、音声又はレッスン映像を第三者に公開しないものとする。ただし、法令上認められる場合はこの限りでない。
5. 録音又は録画データの削除、利用停止その他の取扱いについては、法令及び甲乙間で合意した条件に従うものとする。

[bookmark: _4f3cqli6pznd]第14条（学習成果及び指導上の責任）
1. 甲は、乙の英語能力の向上を支援するため、合理的かつ適切な指導を行うものとする。
2. 乙は、語学能力の向上には、受講頻度、予習復習、学習時間、個人の習熟度その他の要因が影響することを理解する。
3. 甲は、別途明示的な合意がある場合を除き、特定の英語資格試験への合格、試験得点の達成、一定期間内の英語能力向上その他特定の学習成果を保証するものではない。
4. 前項は、甲が本契約に基づく指導義務を適切に履行する責任を免除するものではない。
5. 甲は、乙の学習状況に応じて、合理的な範囲で学習方法の提案及び改善指導を行うよう努めるものとする。

[bookmark: _ejrc56heggg7]第15条（受講者の遵守事項）
乙は、本レッスンの受講にあたり、次の各号に掲げる事項を遵守するものとする。
1. レッスンの予約日時及び受講条件を遵守すること。
2. 講師その他関係者に対する暴言、威嚇、嫌がらせ、差別的言動その他の迷惑行為を行わないこと。
3. レッスンの円滑な進行を著しく妨害しないこと。
4. 教材及び学習資料を不正に複製又は配布しないこと。
5. 他の受講者又は講師の個人情報を不正に取得又は公開しないこと。
6. オンラインレッスンに必要な通信環境を適切に管理すること。
7. その他法令又は本契約に違反する行為を行わないこと。

[bookmark: _ytc7i71aboqt]第16条（講師及び事業者の遵守事項）
1. 甲は、乙の人格及び学習目的を尊重し、適切な指導環境を提供するものとする。
2. 甲及び担当講師は、乙に対して暴言、威圧的言動、差別的取扱い、ハラスメントその他不適切な行為を行ってはならない。
3. 甲は、乙の学習状況、英語能力その他の個人情報を適切に管理するものとする。
4. 甲は、乙に対して契約内容に含まれない高額教材、追加講座その他のサービスの購入を不当に強要してはならない。
5. 甲は、乙からレッスン内容に関する合理的な相談又は苦情を受けた場合、誠実に対応するものとする。

[bookmark: _c36im186nlnu]第17条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本契約の締結及び履行、レッスンの予約管理、受講者への連絡、学習状況の把握、料金請求その他レッスン運営に必要な目的の範囲内で乙の個人情報を取得し、利用する。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 甲は、法令上認められる場合を除き、乙の同意なく個人情報を第三者に提供しないものとする。
4. 外部の予約管理システム、オンライン会議サービスその他の事業者に個人情報の取扱いを委託する場合、甲は法令に従い必要かつ適切な監督を行うものとする。
5. 甲は、個人情報の利用目的、問い合わせ窓口及び開示等の請求方法について、乙が確認できるよう適切に案内するものとする。

[bookmark: _y0hahhksqb3h]第18条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本レッスンを通じて知り得た相手方の非公開の個人情報、業務情報その他秘密として取り扱うべき情報を、正当な理由なく第三者へ開示又は漏えいしてはならない。
2. 甲は、乙が英会話練習の題材として提供した勤務先の情報、業務内容、取引先情報その他の秘密情報について、適切に管理するものとする。
3. 甲乙は、法令に基づく開示その他正当な理由がある場合を除き、相手方の秘密情報を本契約の履行以外の目的に利用してはならない。
4. 本条の義務は、本契約終了後も存続するものとする。ただし、情報の性質及び関係法令に照らして秘密保持義務を負わない情報については、この限りでない。

[bookmark: _xuq1ipvra0ll]第19条（契約期間及び更新）
1. 本契約の有効期間は、第3条に定める受講期間とする。
2. 契約期間満了後もレッスンの継続を希望する場合、甲乙は更新後の期間、料金及び受講条件について協議するものとする。
3. 契約を自動更新とする場合は、更新の有無、更新時期、更新後の料金、解約申出期限その他の条件を契約締結前に明示し、甲乙間で別途合意するものとする。
4. 本契約の更新に際して料金又は受講条件を変更する場合、甲は事前に乙へ変更内容を通知し、必要な同意を得るものとする。
5. 契約期間の定めにかかわらず、法令に基づく解除又は中途解約の権利は妨げられないものとする。

[bookmark: _ndyyb367lk0f]第20条（休会及び一時停止）
1. 乙が病気、仕事、留学その他の事情により一定期間レッスンを受講できない場合、甲乙間で合意した条件に従い休会を申し出ることができる。
2. 休会制度を設ける場合、その条件は次のとおりとする。
	項目
	内容

	休会制度
	□ あり　□ なし

	休会申請期限
	

	最長休会期間
	

	休会中の料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	再開手続き
	

	未消化レッスンの取扱い
	


3. 休会期間中の料金、契約期間及び未消化レッスンの取扱いについては、甲乙間で事前に合意した条件による。
4. 甲の都合によりレッスンの提供を一時停止する場合、甲は乙に対して事前に通知し、振替又は未提供分の料金の返金その他適切な措置を講じるものとする。

[bookmark: _qd2dj27q262j]第21条（中途解約及び返金）
1. 乙は、法令及び本契約に従い、契約期間中であっても本契約の中途解約を申し出ることができる。
2. 甲は、契約締結前に中途解約の申出方法、解約日、未消化レッスンの取扱い、返金額の算定方法及び解約に伴う費用について明示するものとする。
3. 中途解約に伴う返金額は、既に提供したレッスンの対価、未提供分の料金、適法に請求できる解約費用その他の事情を踏まえて算定するものとする。
4. 本契約が特定商取引に関する法律に定める特定継続的役務提供に該当する場合、甲乙は同法に定めるクーリング・オフ、中途解約及び損害賠償額等の制限に従うものとする。
5. 前項の場合、法令上認められる金額を超える解約料その他の費用を乙に請求しないものとする。
6. 本契約が前項の規制対象とならない場合であっても、消費者契約法その他関係法令に反する解約条件は適用しないものとする。
7. 甲の責めに帰すべき事由によりレッスンの継続が困難となった場合、甲は未提供分の料金の返金その他法令及び契約内容に応じた対応を行うものとする。

[bookmark: _vsxhl2qnxs9n]第22条（クーリング・オフ及び法定書面）
1. 本契約が特定商取引法に基づく特定継続的役務提供に該当する場合、甲は、法令に従い契約締結前及び契約締結時に必要な書面又は適法な電磁的方法による情報提供を行うものとする。
2. 前項の場合、乙は法令に定める期間及び方法に従い、クーリング・オフを行うことができる。
3. クーリング・オフが適法に行われた場合、甲は法令に従い受領済みの金銭を返還し、乙に対して違約金又は損害賠償を請求しないものとする。
4. 本条は、法令上認められる乙の権利を制限するものではない。

[bookmark: _1gtmj8lrvcx5]第23条（契約解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反し、相当の期間を定めて是正を求めたにもかかわらず違反が是正されない場合、法令に従い本契約を解除することができる。
2. 前項にかかわらず、重大なハラスメント、暴力行為、秘密情報の不正利用その他契約関係の継続が著しく困難となる重大な事由が生じた場合、甲又は乙は、法令上認められる範囲で直ちに契約を解除することができる。
3. 契約解除に伴う料金の精算、返金及び損害賠償については、解除の原因、甲乙の責任及び関係法令に従うものとする。
4. 本条は、法令に基づく解除権又は損害賠償請求権を妨げるものではない。

[bookmark: _5192jfyfwt4q]第24条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本契約に違反し、相手方に損害を与えた場合、法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
2. 損害賠償の範囲及び金額は、違反行為の内容、損害の発生状況、因果関係その他の事情を踏まえ、関係法令に従い判断する。
3. 本契約のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による責任を免除し、又は消費者契約法その他の法令に反する範囲で甲の損害賠償責任を制限するものではない。
4. 甲乙は、損害が発生した場合、その拡大防止及び事実関係の確認について合理的な範囲で協力するものとする。

[bookmark: _wp0cexs8nlar]第25条（不可抗力）
1. 天災地変、感染症の流行、戦争、暴動、大規模な通信障害、行政機関による措置その他甲乙の合理的な支配を超える事由により、本契約の全部又は一部の履行が困難となった場合、甲乙は速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 前項の場合、甲乙はレッスンの延期、振替、オンライン形式への変更その他合理的な代替措置について協議する。
3. 不可抗力によってレッスンを提供できなかった場合の料金及び返金については、未提供分の有無、契約内容及び関係法令を踏まえて決定するものとする。
4. 本条は、法令上認められる解除、返金その他の権利を制限するものではない。

[bookmark: _anjnx2nwxles]第26条（未成年者の受講）
1. 乙が未成年者である場合、法令上必要なときは親権者その他の法定代理人の同意を得て本契約を締結するものとする。
2. 甲は、未成年者の年齢及び学習状況に応じて、適切な指導方法及び学習環境の確保に努めるものとする。
3. 未成年者の受講に関する料金の支払い、緊急連絡、オンラインレッスンの利用その他必要な事項については、法定代理人と協議のうえ定めるものとする。
4. 甲は、未成年者の個人情報及び肖像等について、関係法令に従い適切に取り扱うものとする。

[bookmark: _bsxbcquskoxa]第27条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当せず、また、これらの勢力を利用して不当な要求又は契約の履行妨害を行わないことを表明する。
2. 甲又は乙が前項に違反した場合、相手方は法令に従い、本契約の解除その他必要な措置を講じることができる。
3. 契約解除に伴う料金の精算その他の取扱いについては、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _hz2m765h2lck]第28条（契約内容の変更）
1. 本契約の内容を変更する場合、甲乙は変更事項について協議し、書面又は電磁的方法により合意するものとする。
2. 甲がレッスン内容、料金、予約方法その他の重要な契約条件を変更する場合、変更内容及び適用時期を事前に乙へ明示するものとする。
3. 甲は、乙の権利利益を不当に害する契約条件の変更を一方的に行わないものとする。
4. 本契約に定めのない事項については、甲乙協議のうえ決定するものとする。

[bookmark: _4xwd7z73pt0g]第29条（通知及び連絡）
1. 本契約に関する通知及び連絡は、甲乙間で合意した電子メール、電話、メッセージサービスその他の方法により行うものとする。
2. 甲乙は、連絡先に変更が生じた場合、速やかに相手方へ通知するものとする。
3. 契約解除、料金変更その他重要な事項に関する通知については、その内容及び通知日時を確認できる方法により行うものとする。
4. 法令上特定の通知方法又は書面交付が必要とされる場合は、当該法令に従うものとする。

[bookmark: _bgopdxayxxrp]第30条（協議事項）
1. 本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は互いの権利及び利益を尊重し、誠意をもって協議するものとする。
2. 本契約に関連して紛争が発生した場合、甲乙はまず協議による円満な解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、関係法令に従い適切な方法により解決を図るものとする。

[bookmark: _jefnrstrtg1m]第31条（準拠法及び管轄裁判所）
1. 本契約の成立、効力、履行及び解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、民事訴訟法その他関係法令に従い管轄権を有する裁判所において解決するものとする。
3. 甲乙が別途合意管轄を定める場合は、関係法令に反せず、乙に不当な不利益を与えない範囲で定めるものとする。
[bookmark: _vwagtm4c3xof]
[bookmark: _yvupd0kapl3x]
[bookmark: _dbbn1yqso50a]
[bookmark: _188xvqvg8xfi]
[bookmark: _ua16u6217cz7]契約内容の最終確認
甲及び乙は、本契約の締結にあたり、次の事項について確認する。
□ レッスン内容、受講目的及び指導方法を確認しました。
□ レッスン時間、回数、期間及び受講形式を確認しました。
□ 担当講師及び講師変更時の取扱いを確認しました。
□ レッスン料金、教材費、追加費用及び支払条件を確認しました。
□ 予約方法、キャンセル期限及び振替条件を確認しました。
□ 遅刻、欠席及び通信障害時の取扱いを確認しました。
□ 教材の利用条件及び著作権の取扱いを確認しました。
□ レッスンの録音及び録画に関する条件を確認しました。
□ 個人情報及び秘密情報の取扱いを確認しました。
□ 契約期間、更新条件及び休会制度を確認しました。
□ 中途解約、返金及びクーリング・オフに関する条件を確認しました。
□ 学習成果に関する保証の範囲を確認しました。
□ その他、本契約に定める事項について説明を受け、内容を確認しました。












[bookmark: _awaw5vv65b9x]署名欄
甲及び乙は、本契約の内容を確認し、合意した証として本契約書を作成する。
本契約を書面により締結する場合は、本書2通を作成し、甲乙が署名又は記名押印のうえ、各自1通を保管する。
電子契約により締結する場合は、甲乙が合意した電磁的方法により契約を成立させ、その電磁的記録を各自保存する。

契約締結日：　　　　年　　　月　　　日

甲（レッスン提供事業者・講師）
所在地・住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名・屋号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当講師氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（受講者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日：　　　　年　　　月　　　日

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法定代理人（未成年者の場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

